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（午前１０時００分 開議） 

議長（鎌形寿一君） 

 ただいまの出席議員は全員です 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１、議案第１５号、平成２７年度東庄町一般会計予算から、日程第８、議

案第２２号、平成２７年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算まで、以上、

８案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（鎌形寿一君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、平成２７年度東庄町一般会計及び特別会計並びに企業会計、あわせて

８会計の予算をご審議いただくに当たりまして、予算の編成方針を申し上げます。 

 まず初めに、我が国の経済情勢でございますが、消費税率引き上げに伴う駆け込

み需要の反動減や、夏の天候不順の影響、輸入物価の上昇などにより、平成２６年

度の前半には実質ＧＤＰ成長率がマイナスとなりました。 

 こうした状況のもと、経済の好循環と地方の経済成長のため、地方への好循環拡

大に向けた緊急経済対策が１２月末に取りまとめられ、雇用、所得環境の改善、景

気回復が見込まれているところでございます。 

 続いて、国の平成２７年度予算案でございますが、経済対策、平成２６年度補正

予算や税制改正とあわせ、経済再生と財政再建と両立を実現する予算とされており

ます。 

 歳入歳出予算総額は９６兆３，４２０億円、前年度と比べ４，５９６億円、０．

５％の増となりました。 

 歳入のうち税収は前年度と比べ９．０％増の５４兆５，２５０億円、公債金は前

年度と比べ１０．６％減の３６兆８，６３０億円となっております。 

 また、平成２７年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度においては、平成
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２７年度の国内総生産は５０４．９兆円程度、名目成長率は２．７％程度、実質成

長率は１．５％程度と見込まれております。 

 このような状況の中で、当町の当初予算編成でありますが、平成２７年度は町制

施行６０周年を迎える記念の年であります。この節目の年度の予算編成における主

な特色といたしまして、一つ目に安心・安全なまちづくり事業として、生活道路の

改良、小中学校屋内運動場の天井等耐震工事、保健福祉総合センターの災害対応型

太陽光発電システム工事。 

 二つ目に、子育て支援事業といたしまして、子供、小学生、中学生、高校生等の

医療費を無償化、特定不妊治療実施者に対する治療費の助成を計上し、住民生活に

結びついた事業に重点を置いた予算といたしました。 

 大枠としては、これらの事業を盛り込んで、細部の予算編成に当たっては、過去

の状況にとらわれずに経費節減を行い、健全な財政運営に努めてまいりたいと考え

ております。よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは平成２７年度一般会計予算の内容について申し上げます。 

 一般会計予算の総額は５０億４，１００万円となり、前年度予算と比べまして３

億１，６００万円、率では６．７％の増となりました。３年続けて前年度を上回る

予算編成であり、また当初予算額が５０億円を超えるのは役場庁舎の建設を行いま

した平成１６年以来となっております。 

 続いて、主な事業について申し上げます。 

 総務関係でございますけれども、先ほど申し上げましたが、町制施行６０周年を

迎えるに当たり、記念式典を行う経費や平成２７年度から始まる番号制度、いわゆ

るマイナンバー、社会保障・税番号制度にかかる経費などを計上しております。 

 次に、税務関係では、納税者の利用しやすさを考え、今年度よりコンビニ収納と

クレジット収納を開始いたします。 

 次に民生関係でございますけれども、昨年度の消費税率引き上げの影響への措置

として給付されました臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金が引き続き国の

予算に計上されたことを受け、予算化をしております。 

 次に環境関係でございますけれども、住宅用省エネルギー設備設置補助金、合併

処理浄化槽設置補助金を措置しております。また、災害時の避難所となる保健福祉

総合センターに災害対応型太陽光発電システムを整備いたします。 
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 次に衛生関係でございますけれども、冒頭にも申し上げましたが、子供、小学生、

中学生に加え、高校生の年齢までの医療費を無料化し、特定不妊治療を行う夫婦に

対する治療費助成を計上いたしました。そのほかヒブワクチン、小児肺炎球菌ワク

チン等の接種費用を助成しております。 

 次に、農林関係でございますけれども、ため池ハザードマップの作成、産地整備

支援事業補助金、新規需要米等補助金などの農業への補助、オーエスキー病ワクチ

ンなど、畜産への補助といった産業振興にかかわる助成を行います。 

 次に、商工関係でございますけれども、東庄町企業誘致条例に基づく奨励金や観

光事業として宿泊滞在型支援事業補助金を計上しております。 

 次に道路整備関係でございますけれども、当初に申し上げましたとおり、安心・

安全なまちづくり事業として、利便性の向上、安全な通行確保のため前年度より増

額して、改良舗装工事事業を実施いたします。 

 次に、教育関係でございますけれども、小中学校の屋内運動場非構造部材、これ

は体育館のつり天井や照明といった設備でございますけれども、これらについては

耐震改修工事を行います。そのほか幼稚園就園奨励費補助金、小中学校の学習介助

員・支援員の増員並びに昨年より行っております学校給食費に対して一般財源から

の補助も継続してまいります。 

 以上、主な事業につきまして申し上げました。冒頭に申し上げましたとおり、３

年連続して前年度予算を上回る予算編成となっております。町行政で最も大切なこ

とは、住民生活に必要な事業を継続して実施していくことでございますが、その財

源が確保されなければ効果的な事業は実施ができません。地方財政の置かれている

状況は非常に厳しいものがありますが、今後、引き続き軽費節減を行い、健全な財

政運営を図ってまいる所存でございますので、ご理解、またご協力をお願い申し上

げます。 

 続きまして議案第１６号、平成２７年度東庄町国民健康保険特別会計について申

し上げます。 

 全体の予算規模は歳入歳出それぞれ２４億８，５８４万１，０００円、前年度と

比較しますと３億３，０８４万１，０００円、１５．４％の増額予算となっており

ます。 

 この内容につきましては、各団体間の財政、医療費などの格差を是正するため、
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保険財政共同安定化事業が拡大することに伴う増額が予算増につながったものであ

ります。 

 次に議案第１７号、平成２７年度東庄町後期高齢者医療特別会計について申し上

げます。 

 平成２７年度予算は、歳入歳出それぞれ１億１，７９７万９，０００円を見込み、

前年度と比較しますと２０１万１，０００円、１．７％の増額となっております。 

 次に、議案第１８号、東庄町食肉センター特別会計予算について申し上げます。 

 食肉センターの収入の基本となりますと畜頭数は、前年度と同頭数の９万頭を見

込み、歳入総額で１億７７０万９，０００円となっております。 

 一方、歳出では、施設指定管理者である東庄町食肉センター事業協同組合に支払

う委託料として８，４００万円、財政調整基金への積み立てとして５００万円、一

般会計への繰出金として１，０００万円を計上しております。 

 次に、議案第１９号、平成２７年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算に

ついて申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１，９９１万９，０００円と定めるも

のでございます。前年度と比較しますと、金額で２６８万７，０００円の増、率に

いたしまして１５．６％の増と見込んでおります。増額の主たる要因は、利用者の

増加による事業収入の増によるものでございます。 

 次に議案第２０号、平成２７年度東庄町介護保険特別会計予算について提案理由

を申し上げます。 

 平成２７年度は、第６期東庄町介護保険事業計画、３カ年度の初年度に当たりま

す。予算編成につきましては、この計画に基づいて行いました。歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１２億７，７９７万８，０００円と定めるものでございます。

前年度と比較しますと金額で１億２２２万５，０００円の増、率にいたしまして、

８．７％の増と見込んでおります。増額の主たる要因は、保険給付費の増によるも

のでございます。 

 続きまして、議案第２１号、平成２７年度東庄町水道事業会計予算について申し

上げます。 

 初めに業務の予定量といたしまして、年度末給水戸数４，０６０戸、年間総給水

量を１４４万立方メートルと見込み、予算編成をいたしました。 
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 収益的収入及び支出予算の収入では、前年度と比較し総額で１３８万８，０００

円を増額し、４億４，５６９万１，０００円といたしました。一方、支出において

は、人件費等の減額により、総額で３億８，９６９万円、前年度と比較し、４５４

万５，０００円の減額となっております。 

 次に、資本的収入及び支出予算では、支出で３，５３４万５，０００円、前年度

と比較し、２，１４８万４，０００円の増額となっております。なお、支出に対し

て収入が不足する額につきましては、内部留保資金等で補填することになっており

ます。 

 続きまして、議案第２２号、平成２７年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計

予算について申し上げます。 

 業務の予定量は年間患者数、入院２万１，２２８人、外来３万７４６人を見込み、

予算編成をしております。 

 収益的収支では、収入が１１億３，２２１万３，０００円で、前年度と比較しま

すと２，２０２万９，０００円の増、支出が１１億２，２２１万７，０００円で、

前年度比１，６４１万３，０００円の増となり、９９９万６，０００円の黒字編成

となっております。 

 資本的収支につきましては、収入が３，０００万２，０００円で前年度比２２５

万４，０００円の減、支出が１億１，１０５万３，０００円で、前年度比７１２万

６，０００円の減となっております。 

 なお、支出に対して収入が不足する額につきましては、内部留保資金等で補填す

ることになっております。 

 以上、８会計の新年度予算の編成につきまして概要を申し上げました。 

 詳細につきましては担当課長、事務長より説明をさせていただきます。ご審議の

上、可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（鎌形寿一君） 

 総務課長、金島正好君。 

総務課長（金島正好君） 

 それでは、平成２７年度東庄町一般会計予算についてご説明を申し上げます。 

なお、細部につきましては、この後、特別委員会へ付託される予定と聞いておりま

すので、私からは概要のみを申し上げますので、あらかじめご了解をいただきたい
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と思います。 

 それでは、お手元の予算参考資料によりご説明を申し上げます。参考資料の１ペ

ージをお願いいたします。 

 平成２７年度の歳入予算につきまして、款ごとに平成２６年度と比較しながらそ

の構成比を示したものでございます。左下の合計の欄を見ていただきますと、平成

２７年度の歳入予算の総額は５０億４，１００万円となりまして、前年度比では３

億１，６００万円、６．７％の増となっております。 

 それでは表の上から、まず、１款・町税でございますが、前年度比で７，６２９

万８，０００円、５．３％の減で１３億５，８２８万４，０００円を計上いたしま

した。 

 次に、２款・地方譲与税ですが、平成２６年度決算見込みと総務省より示された

数値に基づき試算し、前年度比で１９０万円、２．３％の減となり、８，２４０万

円を計上しております。 

 次に、４款・配当割交付金ですが、平成２６年度決算見込みと総務省より示され

た数値に基づき試算し、前年度比で５００万円、７９．４％の増となり、１，１３

０万円を計上しております。 

 次に、６款・地方消費税交付金ですが、平成２６年度決算見込みと県の試算に基

づき、前年度比で７，５００万円、５６．４％の増となり、２億８００万円を計上

しております。消費税率が平成２６年４月に５％から８％に改正され、増となって

おります。 

 次に、８款・自動車取得税交付金ですが、平成２６年度決算見込みと県の試算に

基づき、前年度比で１００万円、６．７％の減となり、１，４００万円を計上して

おります。 

 次に、１０款・地方交付税ですが、平成２６年度決算見込みと国の推計数値に基

づき試算しましたところ、前年度比で１，４００万円、０．８％の減となり、１６

億７，５００万円を計上いたしました。 

 次に、１２款・分担金及び負担金ですが、前年度比で８７万６，０００円、０．

７％の減となり、１億２，３５２万９，０００円を計上しております。 

 次に、１４款・国庫支出金では、小中学校屋内運動場非構造部材耐震工事の補助

金の増等により、前年度比で２，６４２万６，０００円、６．７％の増となり４億
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１，８７７万３，０００円を計上しております。 

 次に、１５款・県支出金では、４，１５２万円、１４．０％の増となり、３億３，

８１６万２，０００円を計上しております。これは保健センターの災害対応型太陽

光発電工事にかかる補助金の増等によるものでございます。 

 次に、１８款・繰入金ですが、財政調整基金より１億円の繰り入れとその他特別

会計からの繰り入れを予定しております。 

 次に、１９款・繰越金ですが、１億３，０００万円を計上しております。 

 最後に、２１款・町債ですが、前年度比で１億３００万円、４１．４％の増で、

３億５，２００万円を計上しております。増額の要因は、小中学校屋内運動場非構

造部材耐震工事の借り入れによるものでございます。 

 続きまして、歳出予算について概略を申し上げますので、次のページ、２ページ

をお願いいたします。増減の主なものについてのみ申し上げます。 

 まず、１款・議会費ですが、前年度比で７６１万２，０００円、８．１％の増の

１億１５９万４，０００円となっております。これは議員年金制度に伴う共済会負

担金の増によるものでございます。 

 次に、２款・総務費ですが、選挙執行経費の増や番号制度にかかる経費の増によ

り、２，０４０万１，０００円、１２．９％の増の６億５，２４４万７，０００円

となっております。 

 次に、３款・民生費ですが、２０２万８，０００円、０．１％の増の１４億４７

１万５，０００円となっております。臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金

は前年より減額になりましたが、障害者給付費の増や介護保険特別会計への繰出金

が増になることによるものでございます。 

 次に、４款・衛生費ですが、４，２７７万５，０００円、６．８％の増の６億６，

８８６万５，０００円となっております。主な要因としましては、保健センターに

設置いたします災害対応型太陽光発電システムの増によるものでございます。 

 次に、５款・農林水産業費では、農村地域防災減災事業調査計画業務委託料の増

などから、１，３９０万９，０００円、８．５％の増の１億７，８１４万４，００

０円となっております。 

 次に、６款・商工費では、企業誘致奨励金が減額となったこと等により、４３３

万８，０００円、４．１％の減の１億９３万円となっております。 
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 次に、７款・土木費では、町長の提案理由でも申し上げましたように、安全安心

なまちづくり事業として道路関係事業の増額により６，５７６万１，０００円、１

３．６％増の５億４，９５９万円となっております。 

 次に、８款・消防費ですが、常備消防では減額、非常備消防で増額となっており、

１０５万８，０００円、０．４％の減の２億６，８３３万６，０００円となってお

ります 

 次に、９款・教育費ですが、小中学校屋内運動場非構造部材耐震工事の増により

１億８，７９４万円、４１．７％の増の６億３，８３３万３，０００円となってお

ります。 

 次に、１０款・災害復旧費ですが、科目設定のみで、前年と同額の３万８，００

０円となっております。 

 次に、１１款・公債費ですが、平成２６年度で償還を終了したものが１０件、平

成２７年度から償還の始まる事業が５件ございますが、近年は借り入れを抑制して

いることから、１，９１９万円、４．０％の減の４億５，６４０万８，０００円と

なっております。 

 以上、歳出予算の総額は５０億４，１００万円、前年度比では３億１，６００万

円、６．７％の増となっております。 

 なお、右側の円グラフは、目的別歳出予算の款ごとの構成比をあらわしたもので

ございます。後ほどご参照いただければと存じます。 

 次に３ページをごらんください。ただいま申し上げました歳出予算について、性

質別ごとに前年度と比較したものでございます。 

 まず、３ページ、左側の表、大きな１番の消費的経費のうち、①の人件費ですが、

前年度比で２，０４２万４，０００円、２．３％の増の９億５９６万２，０００円

となっております。予算計上の職員数は前年と同数ですが、選挙手当等の増や議員

年金共済会負担金の増により、前年度より増額となったものでございます。②の物

件費は４，７２５万１，０００円、７．４％の増の６億８，７４９万円となってお

ります。デイサービス運営事業委託料や農村地域防災減災事業調査計画業務委託料

の増などが主な要因となっております。③の維持補修費では、庁舎や給食センター

の修繕など１，０８７万７，０００円増の２，１２１万５，０００円となっており

ます。④の扶助費では、１，９６９万４，０００円、３．１％増の６億４，７７７
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万１，０００円となっております。主に障害者給付費の増や高校生等医療費助成金

の増によるものでございます。なお、臨時福祉給付金事業と子育て世帯臨時特例給

付金事業ですが、平成２６年度予算編成時は扶助費として計上しましたが、総務省

の指示により、補助費として計上することとなりましたので、よろしくお願い申し

上げます。⑤の補助費等では、臨時福祉給付金事業と子育て世帯の臨時特例給付金

事業が前年より少額となりましたことにより、４，２３３万６，０００円、３．９％

の減の１０億４，４０５万６，０００円となっております。 

 以上、①から⑤までを合わせました消費的経費の総額は、前年度比で５，５９１

万円、１．７％の増で３３億６４９万４，０００円となっております。 

 続きまして、大きな２番の投資的経費のうち、①普通建設事業ですが、補助事業

は、小中学校屋内運動場非構造部材耐震工事の増、単独事業では町道工事経費の増

により、前年度比で２億５，６４７万９，０００円、４７．２％の増の７億９，９

５２万６，０００円となっております。また、②災害復旧事業は、先ほど申し上げ

たとおりで、前年度と同様となっております。 

 また、３番目の公債費につきましても、同じく前のページの１１款・公債費で申

し上げたとおりでございます。 

 次に、４番目の積立金ですが、前年度とほぼ同額の１６０万円となっております。 

 次に、７番目の繰出金ですが、介護保険特別会計への繰出金が増額になったこと

により、１，６６４万７，０００円、４．７％の増の３億７，３４１万６，０００

円となっております。 

 以上、性質別歳出予算の主だったものを申し上げました。 

 次の４ページ、５ページにつきましては、ただいま申し上げました歳出予算につ

いて、４ページで節別、そして５ページでは性質別の歳出予算を款ごとに表にして

ございますので、後ほどご参照いただければと思います。 

 それでは、６ページをお願いいたします。 

 ６ページの表では、町全体の予算規模について記載してございます。左の表では、

一般会計を初め８会計の予算につきまして、前年度予算と比較して増減額並びに増

減率を記載してございます。８会計の総額は１０７億８７３万１，０００円となり

まして、前年度と比較しますと７億５，６３４万４，０００円、７．６％の増とな

っております。 
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 また右の表は、一般会計から特別会計や事業会計への繰出金を表にしたものでご

ざいます。７会計のうち６会計に繰り出しを行っており、総額は５億６，１４１万

６，０００円となり、前年と比較しますと１，６６４万７，０００円、３．１％の

増となっております。 

 次に、７ページの表でございます。この７ページの表は、一般会計における一部

事務組合などに対します負担の状況を前年度と比較して示したものでございます。

総額は５億１，４８３万円で、２２４万８，０００円、０．４％の減となっており

ます。 

 また、８ページから１０ページにかけましては、一部事務組合の平成２７年度事

業概要となっております。 

 次に、１１ページから１４ページでは、平成２７年度予算に盛り込んだ各課ごと

の主要な事業についての一覧となっておりますので、予算書とあわせてご参照をい

ただければと思います。 

 これで参考資料を終わらせていただきまして、予算書、本冊のほうで対応します。

１ページをお願いいたします。 

 ただいままでは一般会計予算の第１条、歳入歳出予算について申し上げましたが、

これから第２条以下についてご説明をいたします。 

 １ページの第２条は地方債でございまして、８ページの表をごらんいただきたい

と思います。 

 地方自治法の規定により起こすことができる地方債について定めるものでござい

まして、今年度の借り入れは臨時財政対策債と屋内運動場非構造物耐震化事業債の

２件を定めるものでございます。地方交付税の減額を補完する意味合いの臨時財政

対策債は２億２，１００万円を予定しております。 

 なお、平成２７年度末の起債残高の見込みは、１２８ページに調書として記載し

てございますので、これも後ほどごらんいただければと思います。 

 それでは、再度１ページをごらんいただきたいと思います。第３条で一時借入金

がございますが、これも地方自治法の規定に基づきまして、年度内において歳計現

金に不足が生じた場合、その支払い資金の不足を補うため借り入れのできる最高額

を定めるもので、その額を２億円とする内容でございます。 

 続きまして、第４条は歳出予算の流用でございまして、地方自治法第２２０条第
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２項、ただし書きの規定によりまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用するこ

とができる場合を規定しております。各項に計上した給料、職員手当及び共済費、

ただし賃金にかかる共済費は除かれますが、これらにかかる予算額に過不足が生じ

た場合において、同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用ができると定めてい

るものでございます。 

 以上で、平成２７年度東庄町一般会計予算の内容説明を終わらせていただきます。

どうぞよろしくお願いをいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 町民課長、多部田秀也君。 

町民課長（多部田秀也君） 

 それでは、私のほうからは、議案第１６号、平成２７年度東庄町国民健康保険特

別会計並びに議案第１７号、平成２７年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて、内容説明を続けて申し上げます。 

 一般会計と同様に参考資料に基づきまして、概要を説明させていただきます。ご

了承願いたいと思います。 

 最初に、国民健康保険特別会計について申し上げます。参考資料の１５ページを

お願いいたします。 

 ページ左側の表をごらんいただきたいと思います。歳入の予算状況でございます。 

 １款・国民健康保険税は５億４，４０１万５，０００円で、対前年度比３，３７

７万８，０００円、５．８％の減となっております 

 ３款・国庫支出金は５億８９３万９，０００円で、対前年度比３１０万９，００

０円、０．６％の増でございます。 

 ４款・療養給付費交付金８，１５６万５，０００円は、対前年度比６８万６，０

００円、０．８％の減でございます。 

 ５款・前期高齢者交付金、５億２６１万５，０００円は、対前年度比８，７７０

万９，０００円、２１．１％の増でございます。 

 ６款・県支出金１億４，２９９万４，０００円は、対前年度比１，６３７万４，

０００円、１２．９％の増となっております。 

 ７款・共同事業交付金４億９，０５５万１，０００円は、対前年度比２億５，７

３９万１，０００円、１１０．４％と大きな増となっております。 
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 ９款・繰入金、２億８０９万３，０００円、対前年度比で６５３万１，０００円、

３．２％の増。 

 これらが歳入の主なものでございます。歳入総額は２４億８，５８４万１，００

０円、対前年度比３億３，０８４万１，０００円、率にして１５．４％の増を見込

んでおります。 

 構成比は隣の円グラフをごらんください。国民健康保険税が２１．９％、国庫支

出金が２０．５％、前期高齢者交付金が２０．５％、共同事業交付金が１９．７％。

これらが主な歳入となっております。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １６ページをごらんください。 

 主なものは、１款・総務費４，１７５万８，０００円、対前年度比２７０万２，

０００円、６．１％の減となっております。 

 ２款・保険給付費は１３億２，０６８万８，０００円、対前年度比で２，８４５

万円、２．２％の増でございます。 

 ３款・後期高齢者支援金３億１，４４２万３，０００円、これは対前年度比で８

８２万１，０００円、２．９％の増でございます。 

 ６款・介護納付金１億４，６７３万円、対前年度比で２０１万円、１．４％の増

となっております。 

 ７款・共同事業拠出金５億２，８５９万８，０００円、対前年度比で２億３，６

２４万８，０００円、１２３．７％と大幅な増になっております。 

 ８款・保健事業費４，９０１万９，０００円、これは対前年度比で１９５万１，

０００円、４．１％の増でございます。 

 ９款・基金積立金７，００６万円、これは前年と同額でございます。 

 歳出の総額は２４億８，５８４万１，０００円で歳入と同額でございます。 

 歳出予算の構成の主なものは保険料給付金が５３．１％、後期高齢者支援金１６．

６％、介護納付金５．９％、共同事業拠出金が２１．３％、これらが歳出の主な構

成となっております。 

 歳入歳出とも３億余りの大きな変化を見せております。共同事業にかかります交

付金と拠出金、これらの増額が主な要因となっているところでございます。 

 また、近年の東庄町の国保の状況を１７ページのほうにまとめてございますので、
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後ほどごらんいただければと思います。 

 予算書の１２９ページ、本編のほうをごらんいただきたいと思います。 

 こちらのほうに第２条といたしまして、一時借入金の限度額のほうを定めてござ

います。金額は６，０００万円でございます。 

 それと３条のほうには歳出予算の流用に関して取り決めのほうを計上してござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

 国保会計については以上でございます。 

 続きまして、議案第１７号、平成２７年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてご説明申し上げます。参考資料の１８ページをお願いいたします。 

 まず歳入でございます。１款・保険料７，６５２万円、これは対前年度比で２７

４万２，０００円、３．５％の減となっております。 

 ３款・繰入金３，９０３万５，０００円、これは対前年度比４９万５，０００円、

１．３％の増でございます。 

 次に、歳出でございます。１款・総務費１８９万３，０００円、これは対前年度

比で７６万４，０００円、２８．８％の減となっております。 

 ２款・納付金１億１，５５５万５，０００円、対前年度比で１，３１７万円、１．

１％の減でございます。これは広域連合の納付金でございます。 

 歳入歳出とも総額は１億１，７９７万９，０００円、対前年度比で２０１万１，

０００円、１．７％の減となっております。 

 構成比を申し上げます。歳入のほうでは１款と３款、この二つで歳入全体の９８％

を占めております。 

 一方、歳出のほうでございますが、納付金、これが９８％を占めるという特殊な

構成になっております。 

 以上で、国民健康保険並びに後期高齢者医療特別会計の説明を終わらせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 産業振興担当課長、石毛一久君。 

産業振興担当課長（石毛一久君） 

 それでは、議案第１８号、平成２７年度東庄町食肉センター特別会計予算につい

てご説明いたします。参考資料の１９ページをお願いいたします。 
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 まず歳入よりご説明申し上げます。 

 項目１、営業収益でございますが、①解体処理施設使用料につきましては、１頭

当たり９１８円で９万頭、前年度と同頭数を見込みまして８，２６２万円、②冷蔵

庫使用料につきましては、１頭当たり９７円２０銭で、平均使用日数を１．４日と

し８万９，５００頭を見込み１，２１７万９，０００円を計上し、また、③ボイル

室使用料につきましては、１頭当たり９７円２０銭で８万１，０００頭を見込み、

７８７万３，０００円を計上し、料金収入として１億２６７万２，０００円を見込

んでおります。前年度と同額となりまして、増減はありません。 

 次に、項目２の繰越金でございますが、４９４万円を見込みまして、前年度との

比較では１，９６２万８，０００円の減額で、率で７９．９％の減となっておりま

す。この要因につきましては、平成２６年度決算見込みをいたしました結果、２５

年度決算においての２６年度への繰越金の減と処理頭数で２６年度、ＰＥＤの発生

によりまして、処理頭数が約４，０００頭ほど減が見込まれておりますため、減額

となっております。 

 次に、項目３の財産収入ですが、財政調整基金預金利子として９万５，０００円

を見込んでおります。 

 次に、項目４の諸収入については、歳計金預金利子及び雑入の受け入れ項目とし

て各１，０００円として２，０００円を計上いたしました。 

 歳入合計は１億７７０万９，０００円で、前年比較１，９６２万４，０００円の

減額で、１５．４％の減となっております。 

 続きまして、歳出をご説明申し上げます。 

 項目１の営業費用、①委託料でございますが、食肉センター施設指定管理者、東

庄町食肉センター事業協同組合に支払う委託料で、前年度と同額で８，４００万円

を計上するものでございます。 

 次に項目２、積立金でございますが、食肉センター特別会計財政調整基金として

５００万円を計上いたしました。前年度と比較しまして、１，５００万円の減を見

込み、率で７５％の減額となっております。これにつきましては、歳入の減による

ものでございます。 

 次に、項目３の繰出金ですが、一般会計への繰出金で１，０００万円を計上いた

しました。前年度と比較しまして５００万円の減を見込み、率で３３．３％の減と
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なっております。 

 項目４の予備費は６６１万３，０００円を見込み、前年度と比較しまして１６万

５，０００円の増を見込み、率で２．６％の増となっております。 

 歳出合計は歳入合計と同額の１億７７０万９，０００円となるものでございます。 

 以上で、食肉センター特別会計の予算説明を終わりにいたします。よろしくお願

いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 健康福祉課長、石毛克身君。 

健康福祉課長（石毛克身君） 

 それでは、議案第１９号、平成２７年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予

算についてご説明を申し上げます。予算参考資料の２０ページをお開きいただきた

いと存じます。 

 初めに歳入からご説明申し上げます。 

 １款・事業収入は予算額１，５２２万９，０００円で、右側の円グラフにありま

すように、歳入全体の７６．５％を占めています。表に戻っていただきまして、前

年度に比べまして金額で２２４万９，０００円の増、率では１７．３％の増と見込

んでおります。増額の要因は、利用者の増加による増収を見込んでいるものでござ

います。 

 ２款・繰入金は予算額３６８万８，０００円で、前年度に比べまして、金額で６

万２，０００円の減、率では１．７％の減と見込んでおります。これは歳入の不足

分を一般会計からの繰入金で補うものでございます。 

 ３款・繰越金は、予算額１００万円で、前年度に比べまして金額で５０万円の増、

率では１００％の増で、前年度繰越金の増額を見込んでおります。 

 ４款・諸収入の予算額２，０００円につきましては、歳計金預金利子と雑入を各

１，０００円で計上いたしました。 

 以上、歳入の予算合計額は１，９９１万９，０００円、前年度に比べまして金額

で２６８万７，０００円の増、率にして１５．６％の増となっております。 

 続いて、歳出についてご説明を申し上げます。２１ページをごらんいただきたい

と存じます。 

 歳出のほとんどが１款・事業費で、予算額１，９８１万９，０００円、右側の円
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グラフにありますように、歳出全体の９９．５％を占めております。表に戻ってい

ただきまして、前年度に比べまして金額で２６８万７，０００円の増、率では１５．

７％の増と見込んでおります。事業費のほとんどは職員の人件費でございます。増

額の主な要因は、臨時職員１名が退職し、正看護職員１名を採用したことによるも

のでございます。 

 ２款・予備費は、前年度と同額の予算額１０万円を計上いたしました。 

 以上、歳出の予算合計額は１，９９１万９，０００円、前年度に比べまして金額

で２６８万７，０００円の増、率にして１５．６％の増となっております。 

 なお、下段の表については、平成２２年度から平成２６年１２月までの年度別利

用実績を記載してございます。 

 続きまして、議案第２０号、平成２７年度東庄町介護保険特別会計予算について

ご説明を申し上げます。予算参考資料の２２ページをお開きください。 

 初めに歳入からご説明申し上げます。 

 １款・保険料につきましては予算額２億７，５２３万３，０００円、前年度に比

べますと金額で４，８５０万円の増、率では２１．４％の増を見込んでおります。

これは６５歳以上の第１号被保険者の保険料で、第６期東庄町介護保険事業計画に

基づき、介護給付費の大幅な増加を見込んでおります。平成２７年度の基準額は月

額４，７６０円で、平成２６年度に比べて７１０円の増となっております。 

 ２款・使用料及び手数料の予算額２，０００円につきましては、証明手数料及び

保険料未納者への督促手数料を各１，０００円計上いたしました。 

 ３款・国庫支出金、４款・支払基金交付金、５款・県支出金につきましては、保

険給付費及び地域支援事業に要する費用の負担でありまして、介護保険法により負

担割合が定められております。 

 順に申し上げますと、３款・国庫支出金が予算額２億８，０３２万６，０００円

で、前年度に比べますと金額で１，６７６万９，０００円の増、率では６．４％の

増。４款・支払基金交付金、これは第２号被保険者の保険料でありますが、予算額

３億５，０７３万５，０００円で、前年度に比べますと金額で２，６０７万円の増、

率では８％の増。５款・県支出金は予算額１億７，８４４万５，０００円で、前年

度に比べますと金額で１，３３０万９，０００円の増、率では８．１％の増を見込

んでおります。 
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 ６款・財産収入の予算額２万５，０００円は、介護給付費準備基金積立金の定期

預金運用による利子収入を見込みました。 

 ７款・繰入金は、一般会計からの繰入金として、予算額１億９，２６０万１，０

００円を見込んでおります。前年度に比べまして金額で２４７万７，０００円の増、

率では１．３％の増でございます。一般会計からの繰入金については、介護給付費、

地域支援事業費の介護保険法で負担割合が規定されている繰り入れ分と、職員人件

費等の総務費の繰り入れ分でございます。 

 ８款・繰越金につきましては、前年度繰越金として予算額１０万円を計上してお

ります。前年度に比べまして金額で４９０万円の減、率では９８％の減でございま

す。 

 ９款・諸収入の予算額５１万１，０００円につきましては、高額介護サービス費

貸付金元金収入などを前年度と同額見込んでおります。 

 以上、歳入の予算額合計は１２億７，７９７万８，０００円、前年度と比べます

と金額で１億２２２万５，０００円の増、率では８．７％の増となっております。 

 次に歳出をご説明申し上げます。２３ページをごらんいただきたいと存じます。 

 １款・総務費については、予算額３，９２７万９，０００円で、前年度に比べま

すと金額で７７３万５，０００円の減、率では１６．５％の減と見込んでおります。

職員の人件費、電算システムの使用料、介護認定審査会費等が主なものですが、主

な減額の要因としましては、平成２６年度に計上しました計画策定委員会費の第６

期介護保険事業計画の策定に要する費用４８４万２，０００円が皆減で廃項となっ

たことによるものでございます。 

 ２款・保険給付費の予算額１１億９，８６８万円は、右側の円グラフにあります

ように、歳出全体の９３．８％を占めております。表に戻っていただきまして、前

年度に比べますと金額で８，９６０万円の増、率では８．１％の増を見込んでおり

ます。 

 ３款・地域支援事業費につきましては予算額１，７９０万２，０００円、前年度

に比べまして金額で５３万１，０００円の減、率では２．９％の減を見込みました。 

 ４款・公債費の予算額１，０００円につきましては、一時借入金利子分を前年度

と同額を見込んでおります。 

 ５款・諸支出金の予算額２，１６１万６，０００円につきましては、前年度に比
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べまして金額で２，０８９万１，０００円の大幅な増を見込んでおります。増額の

要因は、介護給付費準備基金積立金として２，０９１万６，０００円を計上したこ

とによるものでございます。 

 ６款・予備費については、前年度と同額の予算額５０万円を計上いたしました。 

 以上、歳出の予算額合計は１２億７，７９７万８，０００円、前年度と比べます

と金額で１億２２２万５，０００円の増、率では８．７％の増となっております。 

 なお、２４ページにつきましては、平成２２年度から平成２６年１０月末までの

第１号被保険者数、要介護・要支援認定者数、居宅介護及び施設介護別に各サービ

スの受給者数を記載しております。増加傾向にございますが、内容につきましては

後ほどごらんいただきたいと存じます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

議長（鎌形寿一君） 

 まちづくり課長、大後修司君。 

まちづくり課長（大後修司君） 

 それでは、議案第２１号、平成２７年度東庄町水道事業会計予算についてご説明

申し上げます。参考資料の２５ページをお願いいたします。 

 初めに、平成２７年度水道事業の業務の予定量についてでございます。年度末給

水戸数４，０６０戸、年間総給水量１４４万立方メートル、１日平均給水量３，９

４５立方メートル、普及率８４．３％と予定して、これを基本に予算編成をしてお

ります。 

 次に右上の２、水道事業会計予算状況をごらんいただきたいと存じます。 

 収益的収入及び支出予算の収入では４億４，５６９万１，０００円、支出では３

億８，９６９万円、収支差し引きで５，６００万１，０００円となっております。 

 次に左の表をごらんいただきたいと思います 

 収益的収入のうち営業収益では３億４，９７１万円で、前年度と比較し１００万

円の増、率で０．３％の増となっております。この内容につきましては、新規加入

者の給水収益を見込んだものでございます。 

 次に、営業外収益は、９，５９８万１，０００円で、前年度と比較しまして３８

万８，０００円の増額となっております。この内容につきましては、長期前受金戻

入額の増額によるものでございます。 
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 次に、収益的支出についてご説明申し上げます。収益的支出のうち営業費用は３

億８，１７１万７，０００円で、前年度と比較しまして１９１万円の減、率にしま

して０．５％の減となっております。この内容でございますが、受水費は２億５，

５００万円で、前年度と比較し増減なし。減価償却費につきましては６，３４８万

８，０００円で、４０万６，０００円の増。人件費につきましては３，０６５万円

で、１９０万７，０００円の減となっております。これは職員の異動によるもので

ございます。その他営業費用につきましては３，２５７万９，０００円で、前年度

と比較し４０万９，０００円の減、率で１．２％の減となっております。 

 次に、営業外費用は７７７万２，０００円で、前年度と比較しまして１６万３，

０００円の減、率で２．１％の減となっております。この内容につきましては、①

の企業債支払利息の減収によるものでございます。 

 次に、特別損失１，０００円につきましては、前年度と比較しまして２４７万２，

０００円の減額となっております。 

 人件費２４５万８，０００円の減額につきましては、地方公営企業会計基準の見

直しにより、職員の６月ボーナスについて、前年度の負担に属する分を、特別損失

として計上したものでございます。また平成２７年度分につきましては、前年度に

引き当ててあるため不要となります。予備費は２０万円で前年度と同額でございま

す。 

 続きまして２６ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出予算についてご説明申し上げます。資本的収入についてはご

ざいません。 

 支出につきましては、３，５３４万５，０００円で、この支出に対する不足額は、

消費税等収支調整額１９６万円、過年度分損益勘定留保資金３，３３８万５，００

０円で補填する予定でございます。 

 次に下のグラフをごらんいただきたいと思います。 

 建設改良費９４４万円。主なものとしまして、委託料１４４万円、内容は配水池

建設計画策定業務を予定しておりまして、対象となる施設は新堀配水場低区配水池、

及び、夏目減圧井でございます。施設の経年劣化と耐震化の必要性から施設の更新

を検討するための基本資料の作成でございます。また、配水管切り回し工事として

８００万円を計上しております。 
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 固定資産取得費１，８９３万７，０００円につきましては、仕切弁設置工事で６

００万円、追塩装置設置工事で４２０万円、電気設備費で７００万円、メーカー購

入で５０万円、災害断水時に使用する給水タンクの購入で９７万円を計上しており

ます。 

 企業債償還金６９６万８，０００円につきましては、企業債の償還元金にかかる

分でございます。 

 予算書の２１１ページをお願いいたします。第５条で予定支出の各項の経費の金

額の流用、第６条で議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第７条

で他会計からの補助金、第８条でたな卸資産の購入限度額を定めております。 

 以上で、平成２７年度東庄町水道事業会計予算についての説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 病院事務長、鈴木和雄君。 

病院事務長（鈴木和雄君） 

 それでは、議案第２２号、平成２７年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予

算について、ご説明申し上げます。予算参考資料の２７ページをごらんいただきた

いと思います。 

 まずページ左側（１）業務予定量ですが、病床数は８０床、年間診療日数は、入

院が３６６日、外来が２６６日を予定しております。年間患者数は入院が２万１，

２２８人、１日平均で５８人で、前年度と比較して３０７人、率にして１．４％の

減となっています。外来は３万７４６人、１日平均１１５．６人で、前年度と比較

して２１０人、率にして０．７％の減となっています。 

 次に、ページ右側（２）病院事業会計予算状況ですが、収益的収入の合計が１１

億３，２２１万３，０００円で、前年度と比較して２，２０２万９，０００円、率

にして２％の増となっています。支出の合計では１１億２，２２１万７，０００円

で、前年度と比較して１，６４１万３，０００円、率にして１．５％の増となって

います。 

 収入の内訳ですが、ページ左側の表、まず医業収益では２７年度１０億７６６万

１，０００円で、前年度比２，２０４万６，０００円の増となっております。 

 医業収益のうち入院収益は２億１，２５９万１，０００円で、前年度比５２５万
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９，０００円の減。外来収益では５億１，０８５万３，０００円で、前年度比２，

２０８万７，０００円の増。その他医業収益は６，５５８万８，０００円で前年度

比３４５万８，０００円の増。介護保険事業収益は２億１，８６２万９，０００円

で、前年度比１７６万円の増を見込んでいます。 

 次に、医業外収益ですが、１億２，４４５万２，０００円で、前年度比１万７，

０００円の減となっております。医業外収益のうち負担金交付金は８，５４３万５，

０００円で、前年度比１７万９，０００円の減。長期前受金戻入金は３，７１３万

５，０００円で、前年度比８万７，０００円の増となります。その他医業外収益等

は１８８万２，０００円で、前年度比７万５，０００円の増となっております。 

 次に、特別利益は前年度と同額の１０万円を見込みました。 

 続いて下の表、支出の医業費用では１０億９，２４２万３，０００円で、前年度

比４，１７２万円の増となっております。医業費用のうち給与費は４億８，６３７

万３，０００円で、前年度比３２８万６，０００円の増。材料費は３億６，６９２

万３，０００円で、前年度比１，９３９万２，０００円の増。経費は１億６，９７

６万円で、前年度比１，３９６万８，０００円の増。減価償却費は６，６２９万７，

０００円で、前年度比５１０万４，０００円の増。その他医業費用は３０７万円で、

前年度比３万円の減です。 

 次に、医業外費用では２，７６９万４，０００円で、前年度比７５万５，０００

円の減となっています。医業外費用のうち支払い利息は２，３３８万６，０００円

で、前年度比１６７万３，０００円の減。その他医業外費用等は４３０万８，００

０円で、前年度比９１万８，０００円の増です。 

 次に、特別損失では１０万円で前年度比２，４５５万２，０００円の減。予備費

は２００万円で前年度と同額を見込みました。 

 以上、収益的収支差し引きの状況ですが、収益的収入１１億３，２２１万３，０

００円に対し、収益的支出１１億２，２２１万７，０００円で、差し引き９９９万

６，０００円の黒字を予定しております。 

 ページの右側の円グラフでございますが、左の表を円グラフにしたものでござい

ます。後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 資本的収支でございますが、収入総額３，０００万２，０００円で、前年度と比
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較して２２５万４，０００円の減となっております。支出総額では１億１，１０５

万３，０００円で、前年度と比較して７１２万６，０００円の減となっています。

収支差し引きで８，１０５万１，０００円の不足となっておりますが、不足する額

は当年度分の消費税資本的収支調整額７９万７，０００円と、過年度分損益勘定留

保資金８，０２５万４，０００円で補填をするものでございます。 

 次に、棒グラフですけれども、資本的収支の内訳を示しておりますが、上の資本

的収入では、一般会計からの出資金３，０００万１，０００円で１００％となって

います。 

 下の支出では、建設改良費が４，７５７万３，０００円で４１．３％、企業債償

還金が６，３４８万円で５８．７％となっています。主な建設改良費としてはエッ

クス線テレビシステム、電子カルテシステムに付随する薬剤支援システム及び送迎

車両更新と病院玄関パネル改修工事を予定しております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

議長（鎌形寿一君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております議案第１５号から議案第２２号までについては、

議員全員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査すること

にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 ご異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号から議案第２２号までについては、議員全員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定しました。 

 ここで暫時休憩とします。再開は午後１時とします。 

（午前１１時３１分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

議長（鎌形寿一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより、予算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選を行うため、しばら
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く休憩します。 

 議員各位及び執行部の皆さんはそのままお待ちください。 

（午後 １時００分 休憩） 

（午後 １時０７分 再開） 

議長（鎌形寿一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に開催されました予算審査特別委員会において委員長及び副委員長の互選

が行われましたので、改めてその結果を報告します。 

 委員長に宮崎正吾君、副委員長に城之内一男君が選出されました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第９、休会の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 委員会審査等のため、３月５日から１１日までの７日間を休会としたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 ご異議なしと認めます。 

 したがって、３月５日から１１日までの７日間を休会とすることに決定しました。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 ３月１２日の会議は、議事の都合により午後２時３０分に繰り下げて開くことに

します。 

 本日はこれで散会します。 

 ご苦労さまでした。 

（午後 １時０８分 散会） 

 


